
支え合える地域

地域コミュニティの充実が図られ、地域で支え合う仕組みができる

 

 

 

 

市内各地域において多様な交流が図られるよう、あらゆる

世代の参画と町内会・各行政区の地域コミュニティの充実

を図ります。

●地域の居場所づくりを推進し、団体の活動を支援します
●コミュニティセンターの活用と、地域と行政のつながりを推進

します

地域住民が

交流できる

機会の充実

地域住民の安全・安心な生活環境を確保するため、地域住

民同士の支え合いや見守り行動を促します。

●地域団体や近隣住民同士の見守り活動を推進します
●民生・児童委員活動と連携します
●避難行動要支援者の避難支援体制をつくります

地域住民同士

の支え合い・

見守り体制の

促進

 福祉意識の醸成・担い手づくり

支え合いの重要性・必要性の意識を共有するとともに、福祉の担い手となる人

材が育つ 
 

支え合える地域づくりを進めるため、地域住民の学習機会

の提供や実践の場の提供、リーダーの育成を支援します。

●福祉教育活動の推進・体験学習を実施します
●社会参加・生きがいづくりの普及啓発と活躍の場を提供します

福祉を学び、

支え合う活動

を 実 践 す る

機 会 の 充 実

支え合える地域づくりの担い手を確保していくため、福祉

に関わる多様な人材の育成を支援します。

●市民活動サポートセンター、ボランティア団体などの連携や活

動への支援を行います
●福祉を担う専門職の育成を支援します

地域で活動す

る 担 い 手 の

確保

 安心して暮らすことができる福祉サービスの充実

福祉サービス・支援体制が充実し、地域で安心して暮らすことができる 

多様化する市民の生活不安、悩み事に対応できるような相

談体制などを強化します。

●相談体制の充実・各種支援センターの機能を強化します
●命を支える自殺対策・再犯防止対策を進めます

気軽に相談

できる体制

の充実

 複雑化・複合化する福祉の困り事に対応できるような包括

的な支援体制を構築します。

●複雑化・複合化した福祉課題の解決に向けて支援します

　（重層的支援体制整備事業）

必要な支援が

受けられる仕

組みの充実

支援が必要な高齢者や障がい者の権利を擁護するための

各種制度の周知・啓発や支援体制の充実を図ります。

●権利擁護に関する周知や支援体制を充実します
●虐待防止への対応を強化します

権 利 擁 護 の

推進

■  市第4次地域福祉計画

高校生による福祉施設でのショートボランティア活動

　
「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向

け
た
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
、

市
第
４
次
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
令
和
６

年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
６

年
間
で
す
。

◦市第4次地域福祉計画が目指す姿

互いに助け合い
　　　　　支え合う社会を

「福祉まるごと相談窓口」に
ご相談ください
　市社会福祉協議会内に「福祉まるごと相
談窓口」を設置しています。相談窓口では、
子育て世代から高齢者、障がい者や生活困
窮者から福祉に関わる様々な相談を受け付
け、各分野の相談支援機関や地域関係者な
どと連携しながら、困り事の解決を支援し
ます。
相談事例
▶親の介護と子どもの世話などを同時に抱
え困っている
▶無職でひきこもり状態の子どものことで
悩んでいる
▶難病や障がいなどにより、就労や生活に
不安がある　など

☞市社会福祉協議会 （94）7091

市
第
4
次
地
域
福
祉
計
画

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

む
中
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
、
地
域
や
家
庭

を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
負
担
の
増
大
や

福
祉
の
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
提
供
さ
れ
て
き
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
維
持
・
継
続
へ

の
不
安
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き

が
い
や
役
割
を
持
ち
、
お
互
い
に

助
け
合
い
・
支
え
合
い
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る「
地

域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
、

策
定
し
ま
し
た
。

計
画
が
目
指
す
姿

　
左
の
表
の
よ
う
に
3
つ
の
分
野

を
設
定
し
、
目
指
す
姿
と
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

支
え
合
え
る
地
域

　
日
頃
か
ら
世
代
を
問
わ
ず
地
域

住
民
同
士
が
交
流
し
、
地
域
で
自

然
と
支
え
合
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
上
の
困
り
事

の
相
談
、
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

計
画
の
推
進
の
た
め
に

　
地
域
福
祉
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
人
が
地
域
で
起
き
て
い
る
様
々
な

課
題
を「
自
分
事
」と
し
て
捉
え
、
地

域
・
各
種
団
体
・
事
業
者
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
と
協
働
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　「
地
域
共
生
社

会
」の
実
現
に
向
け

て
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

☞
社
会
福
祉
課
（
88
）8
１
１
１ 市第4次

地域福祉計画

支
援
、
見
守
り
活
動
の
促
進
な
ど
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

福
祉
意
識
の
醸
成
・
担
い
手
づ
く
り

　
地
域
や
学
校
な
ど
で
福
祉
教
育
の

体
験
授
業
を
行
う
な
ど
、
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
や
福
祉
の
担
い
手
が
育

つ
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
様
々
な
悩
み
事
を
気
軽
に
相
談

で
き
、
解
決
に
向
け
て
必
要
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う「
福
祉
ま
る

ご
と
相
談
窓
口
」な
ど
の
包
括
的
な

支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
権
利
を
守
る
た
め

の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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